
 

 

 

 

 

   
 

 

 

 
 
 
  

横浜市では、主な交通手段であるバスネットワークの維持、地域内の多様な移動ニーズに対応する

ため、今年度から地域の総合的な移動サービスの検討として、関係区局が実証実験を進めています。 

このたび、政策局・青葉区は、東急株式会社・株式会社ＥＰＡＲＫ・ライオン株式会社との共創に

より、地域の商業・飲食・医療等の生活サービス関連施設・店舗と連携した、新たな交通サービスの

実証実験を実施します！ 

多くの方々に本交通サービスをご利用いただき、利用後のアンケートを通じて寄せられた皆様の声

や利用状況などの効果検証を実施していくことで、地域に適した持続可能な交通サービスの事業化に

繋がっていきますので、積極的な参加登録とご利用をお願いします。 
 
１ 実証実験の概要 

運 行 概 要 
事前予約（日時・乗降スポット・人数）に応じて、ルートやスケジュールを柔
軟に組み合わせ、ワゴン車を運行する｢デマンド型乗合交通｣ 

運 行 期 間 令和５年１月 16 日（月） ～ ２月 28 日（火）まで 

運 行 時 間 月～金曜日の午前９時 ～ 午後８時まで（土日、祝日は運休） 

運 行 エ リ ア 青葉区新石川１～４丁目・乗降スポット 51 箇所（別紙１） 

運 行 車 両 ワゴン型車両１台（乗客定員６名・予約に応じて不特定の複数の方が乗車） 

運 賃 一人１回乗車毎に、大人３００円／小児１５０円 

予 約 方 法 スマートフォンやＰＣからのインターネット予約、または電話からの予約 

支 払 い 方 法 乗車時に現金、クレジットカード、電子マネー等で支払い 

生活サービスとの連携 

( 外 出 促 進 施 策 ) 

本実験と連携する生活サービスの施設等のご利用者に、１回分の運賃が無料と

なる交通チケットを配布 

連携する生活サービス 
施 設 ・ 店 舗 

あざみ野駅・たまプラーザ駅を中心に新石川周辺のスーパー・飲食店・クリニ
ックなど約 400 以上の施設・店舗（大型商業施設のテナント含む）（別紙１） 

 
（参考：デマンド型乗合交通のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 12 月 16 日 
政 策 局 政 策 課 
青 葉 区 区 政 推 進 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

⺠間企業との共創による、⽣活サービスと連携した 
新たな公共交通サービスの実証実験を実施します！ 

⻘葉区新⽯川地区 令和５年１⽉ 16 ⽇〜２⽉ 28 ⽇ 

〜新⽯川地区の移動を便利に〜 

裏面あり 



 

 

２ 実証実験への参加登録方法、利用方法説明会の実施 

 交通サービスの利用には実証実験への参加登録が必要となり、令和５年１月 31 日（火）まで横

浜市ホームページにて参加者募集中です（別紙２・下記二次元バーコード参照）。また、下記日程

で利用方法説明会を開催します。 

開 催 日 時 
令和４年 12 月 23 日（金）・令和５年１月 21 日（土） 

両日とも 10～11 時、13～14 時、15～16 時の３回開催（開場時間 10～17 時） 

会 場 宮元自治会館（青葉区新石川１丁目２４－１２） 

内 容 
・スマートフォンや電話による予約方法や乗車方法、交通チケットの取得・使用方法など 

・スマートフォンや申込書での参加登録作業をスタッフがお⼿伝いします！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 民間企業との共創による、地域の生活サービスとの連携について 

（１）経緯 

ライフスタイルの変化に伴う外出機会の減少や、公共交通利用の減少に伴う路線バスの減便な

ど、交通サービスの縮小が進んでいます。また、これらは、商業・飲食・医療など地域の生活サー

ビス施設の利用にも影響を及ぼすなど、まちの機能・価値にも影響を及ぼす可能性があります。 

今回の実証実験では、地域の方々の日常生活を支える交通サービスと生活サービスを連携させ、

移動手段の確保に加え、外出のきっかけを作ることで、外出促進・サービス利用に繋げていくこ

とを狙いとしています。 

こうした中、民間事業者等との連携窓口である「共創フロント」を通じて、東急株式会社、株

式会社ＥＰＡＲＫ、ライオン株式会社から、生活サービスと交通サービスの連携に関する提案を

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

（２）連携の内容 

 交通サービスと生活サービスの連携による移動のきっかけづくりに関する検討 

 新石川地区の生活サービス関連の個別施設・店舗への「実証実験参加依頼」「ポスター掲示等

の広報」「交通チケットの配布」などの連携に向けた調整 

 たまプラーザ地域ケアプラザの高齢者向け健康講座へのコンテンツ（介護ゲーム機）提供 

 

 

【共創フロント】 

 横浜市では民間事業者の皆様から公民連携に関する相談・提案をいただく窓口として、「共創フロン

ト」を開設しています。共創フロント発の多くの連携事例が生まれています。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/kyoso/kyosofront/front/front.html 

参加登録、予約・乗⾞⽅法、交通チ
ケットの配布場所など、横浜市ホー
ムページをご確認ください！ 

（参考：運行車両のイメージ） 

運行車両はこちらが目印です。 



 

 

（参考：実証実験の実施体制） 

横浜市 実証実験の企画、地域や企業等との総合調整 

横浜市 

委託業務 

㈱日建設計総合研究所 実証実験の検討・運営・効果検証等 

神奈川都市交通㈱ 交通サービスの運行 

㈱ＮＴＴドコモ 交通サービスの予約・配車システム 

公民連携 

東急㈱ 

交通サービスと生活サービスの連携に関すること

(前頁の３（２）） 
㈱ＥＰＡＲＫ 

ライオン㈱ 

 

（参考：高齢者向け健康講座に提供するコンテンツ（介護ゲーム機）） 

 

ライオン株式会社による、モーションセンサーと音声認識機能を搭載した介護ゲーム機「TANO-LT」

を用いたコンテンツ。ゲーム機の前で動き発声するだけでゲームができるため、簡単に運動機能や口

腔機能をトレーニングできます。ゲーム感覚で楽しく続けることで、加齢により心身が追い衰える”

フレイル（オーラルフレイルを含む）”の予防を期待できます。 

TANO-LT 公式サイト：https://www.lion.co.jp/inno/tano-lt/ 

 

別紙１：ワゴン型車両の乗降スポット、実証実験と連携する生活サービスの施設・店舗 

別紙２：実証実験周知ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

政策局政策課   担当課長 小林 和広 Tel 045-671-4172 

青葉区区政推進課 担当課長 梶山 祐実 Tel 045-978-2349 
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別紙２
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